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0k かつ 0m のとき、 1x とすると、①は 01 となり、不適。 

したがって、少なくとも k かmのいずれか一方は0でなければならない。 

 

i)  0mk のとき 

①は 
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 となるが、 1x とすると、 10  となり、不適。 

 

ii)  0,0  mk のとき 
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 となるが、 1x とすると、 m20  となり、不適。 

 

iii)  0,0  mk のとき 
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 1x とすると、 122112  kkk  
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2x とすると、 )12(232  nln となり、左辺に含まれる素因数は 2と 3 のみで、3 は 1 つしか含まれない。 

右辺と一致するためには、 122312  nnn  したがって 1l である。 

このとき、①は
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
となり、確かに 0でないすべての xについて成立。 

 

以上により、 1,0,1,1  nmlk  ……(答)  


